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Abstract:　A study on host plants f the alfalfa weevil was conducted at the habitats of this

species and under laboratory conditions and the following observations have been obtained.
　Feeding was observed on seven species of Leguminous plants under field con(iitions.All of

these plants were wild The adults have fed on the following plants under laboratory condi-
tions; sixteen species of Leguminosae,four species of Solanaceae,four species of Cruciferae,
two species of Compositae,two species of Caryphyllaceae,one species of Labitae,and one spe-

cies of Euphoribiaceae.For such beans as soybeans,broad beans,and kidney beans,some in-

dividuals of the weevils have shown more or less the same preference as for alfalfa.The
adults oviposited on six species of Leguminosae and three species of Solanaceae.The life cycle

was completed on such plants as alfalfa soybeans,peas and broad beans.

1. は じ め に

　アルファルファタコゾウムシHypera Postica(GYLL.)
の我が国での生態に関する調査は奥村・佐土嶋

(1986)によって第１報が，橋本ら(1987)によって

第２報がなされた。我が国では，本種による農作物へ

の被害は確認されていない。しかし，本種の寄主植物

については諸外国において，多くの報告がなされてお

り，特にマメ科のMedocago属及びMelilotus属の牧草

を加害することが知られている ( E S S I G＆ M I C H E L .

BACHER,1933)。

　そこで，我が国における本種の寄主植物を明らかに

し，農作物に与える影響について検討するため，発生

地及び室内において調査を実施したので報告する。

　本調査を実施するに当たり，有益な御助言，御指導

をいただいた横浜植物防疫所真崎　誠技官並びに，野

外調査に御協力いただいた福岡支所及び板付出張所の

職員の方々に厚くお礼申し上げる。

Ⅱ．発生地における寄主植物調査

　1．方　法

　1982年から1984年にかけて，本種の発生地において，

栽培植物及び野生植物（マメ科の牧草等で野生化した

ものを含む。以下同じ）について摂食の有無を観察し

た。

　2．結　果

　観察の結果はTable1に示した。幼虫による摂食が

観察された植物はウマゴヤシ，シロツメクサなどマメ

科の５属８種ですべて野生植物であった。このうち食

害が最も激しかったのは，ウマゴヤシであった。また，

成虫による摂食が観察された植物はウマゴヤシ，アル

ファルファ，シロツメクサおよびムラサキツメクサの

２属４種であった。これらは，いずれも幼虫の摂食が

認められた植物であった。

　栽培植物では，ダイズ，インゲンマメ，エンドウ，

タマネギ，ジャガイモ，キュウリ，ナス等を観察した

が，幼虫及び成虫による食害はいずれも認められな

かった。
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Tabie １.　Feeding　habit　of　the　alfalfa　weevil　in　the　fields

Name　of　plants　which　were　confirmed　feeding　by

adults

Name　of　plants　which　were　confirmed　feeding　by

larvae

漉4∫6α80んf3卿αGAERTN．　　（ウマゴヤシ）

M　　　　　3ακ”α　L．

Tγ頚oκκη巴ρ名α陀n38　L．

T、　　　　　πρ6ηs　L．

（アルファルファ）

（ムラサキツメクサ）

（シロッメクサ）

〆13昂α9α’％3s∫ηf6π5　L．

ル盆d∫6α80’zψ％κηα　L．

M，　　　配sρ掘α　GAERTN・

九4，　　　　sα’fッα　L，

ハ4θ瓦Zo渉％5（ガ歪6‘nα毎s　（L．）

Tγがo’伽獅ρ名厩6ηsθ　L．

T，　　　　　惚ρ召πs　L．

レ写（ぜα　sα‘吻α　L．

（ゲンゲ）

（コメツブウマゴヤシ）

（ウマゴヤシ）

（アルファルファ）

（シナガワハギ）

（ムラサキツメクサ）

（シロツメクサ）

（カラスノエンドウ）

Ⅲ．室内における寄主植物調査

　調査は1982年から1985年にかけて，当所実験室（自

然室温・採光）で行った。福岡市で採集した成虫及び

同虫より得られた次世代虫を用いて，発生地等に分布

している植物について，成虫の摂食状況，食餌選好性，

産卵及び幼虫の発育状況の調査を行った。

　1．成虫の摂食状況調査

　材料及び方法

　調査は，シロツメクサ及びアルファルファで摂食が

認められた４月から12月（夏眠中は除く）にかけて実

施した。飼育容器（直径15cm，高さ7.5cm）内に，ウ

マゴヤシで飼育中の成虫10頭と茎葉が枯れないように

給水した供試植物を入れ，48時間後に供試植物を取り

出し摂食の有無を調査した。

　結 果

　11科49種の植物を供試した結果は，Tabie２に示し

たとおりである。摂食が認められたものは，マメ科16

種，ナス科4種，アブラナ科4種，キク科2種，ナデ

シコ科2種，シソ科1種及びトウダイグサ科1種の合

計７科30種であった。

2．成虫の食餌選好性調査

材料及び方法

　成虫の食餌選好性の調査は，１の調査で摂食が認め

られた植物の中で，６月に栽培されている植物を主体

とした。これらとアルファルファをTable３の試験区

に従って，飼育容器（直径15cm，高さ7.5cm）に湿し

たろ紙を敷き，そのうえに展開葉切片（2 . O c m×

1.5cm）を同一植物が対称になるように，かつ，円形

に配置した。これらにアルファルファで飼育し，摂食

を確認した供試虫を10頭ずつ，無作為に抽出して，容

器の中心に放飼した。放飼24時間後の摂食量を調べ，

アルファルファとの食餌選好性を比較した。調査は３

反復行った。

　結　果

　４科12種を供試した結果はTable３に示したとおり

である。インゲンマメ，ダイズなどのマメ科植物では

摂食が認められたが，ピーマン，ナス、トマト，キャ

ベッ，イチゴではまったく摂食は認められなかった。

アルファルファとの摂食程度を比較すると，ダイズ，

インゲンマメ，ソラマメでは，一部の試験区でアル

ファルファと同程度，またはそれ以上の摂食が認めら

れたが，全体的にみるとアルファルファをより好んで

摂食した。

　3．産卵調査

　材料及び方法

　１の調査で摂食が認められた植物の中で，４月から

５月にかけて栽培されている植物２科９種を供試した。

これらの供試植物は，枯れないように給水し，飼育容

器（直径12cm，高さ6.5cm）に入れ，あらかじめウマ

ゴヤシで摂食及び交尾産卵することを確認した雌雄１

対を放飼した。５日後に供試植物を取り出し，茎及び

葉柄をさいて産卵数を調査した。調査は３反復行った。

　結　果

　供試したすべての植物で産卵が認められ，１日当た

りの平均産卵数はアルファルファが19.2卵で最も多く，

次いでダイズ9.4卵，ソラマメ7.0卵，インゲンマメ

5.3卵の順でエンドウ，ササゲ，ピーマン，トマト，

ナスではいずれも2.O卵以下であった。

　4．幼虫の発育状況調査

　材料及び方法

　３の調査と同様（ササゲを除く）２科８種の植物を

供試した。飼育容器（直径15cm，高さ7.5cm）には，

これらの植物が枯れないように給水して入れ，ふ化直
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Table２．　Feeding　habit　of　the　alfalfa　weevil　in　the　laboratory

Name　of　plants　which　were　confirmed　feeding　by

adults

Name　of　plants　which　were　not　confirmed　feeding　by

adults

Leguminosae　（マ　メ科）
　、4名α6痂3勿Po86L．　（ラッカセイ）

　、4s惚8α’粥3傭6螂L　　（ゲンゲ）

　0砂6伽6挽砿MERRILL　　（ダイズ）

　1π4∫g⑳瓶ρs6認ひ伽6‘o短αMATSUM（コマツナギ）

　Lα‘妙観s耀蹴伽％5BIGEL　（ハマエンドウ）

　M64蜘goんfsが4αGAERTN　（ウマゴヤシ）

　M．　　　sα’吻αL，　　　（アルファルファ）

　M6Jf’o’麗α」加MED豆c　　　（シロバナシナガワハギ）

　PI錫拠s画膨視L．　　　（エンドウ）
　Phαs60’粥瓶面α伽εL．　　（アズキ）

　P　　　槻」8α廊L　　（インゲンマメ）
　Roδ加α名α4伽α3L，　　　（ハリエンジュ）

　丁湾掬’勉隅柳θ窩L．　　　（シロツメクサ）

　V伽α血肱L．　　　　　（ソラマメ）
　玩　　’6惚sρε鰍α（L。）SCHREB　（カスマグサ）

　碗8孤3伽επs‘s　SAVI　　　（ササゲ）

Solanaceae　　（ナ　ス科）

　C砂s伽獅αηη観襯L．　　（ピーマン）

　加ωρc額傷蹴εs副ε㍑％犠MILL（トマト）

　So’α纏挽獅6’伽8・8％αL．　　（ナ　ス）

　S。　　‘励6猶o膨常L．　　（ジヤガイモ）

Cruciferae　　（アブラナ科）

　B撚就α吻㍑θαL　　　（キャベツ）
　B．　　ρ幽麗η3fsPUPR　（ハクサイ）
　Rα擁α襯s　sα瓦捌s　L．　　　（ダイコン）

　1～o万伽fη4‘6α（L。）VILLARS（イヌガラシ）

Compositae　（キ　ク科）
　Sεη顔o塀’8απs　L　　　（ノボロギク）

　Tα燃α6撚ρがf6伽α’6WEBER（セイヨウタンポポ）

Caryophyllaceae（ナデシコ科）
　Cε名αs’伽獅8’㎜6艇％挽THU［LL（オランダミミナグサ）

　S’εllα加η264毎（L。）VILLARS（ハコベ）

Labiatae　　　（シ　ソ科）

　加裾％拠α卿‘顔6α吻L　（ホトケノザ）

Euphorbiaceae（トウダイグサ科）

　E祝助07δfαん顔os‘oがαL．　（スズフリバナ）

Leguminosae　　（マ　メ科）

　・4’δ‘～～fαブ％励哲ss伽DURAzz　　　（ネムノキ）

　、4拠ρ耽α脚6α伽惚α’α（L．）FERNALD　ぐヤブマメ）

Cαss毎獅伽o画48sL．　　　（カワラケツメ）
　1）εs獅副蹴ρα耽α吻挽DC．（ヌスビトハギ）

　1）o漉加3励励L．　　　　　（フジマメ）
　Lεsp64ε～αわ‘60’oγTURcz　　（ヤマハギ）

　L．　　　鈎ηooα（L．FIL．）PERS　　　　（メドハギ）

　L．　　　ρ∫’osα（THuMB）SIEB　et　Zucc　（ネコハギ）

　L．　　　s師砿α（THuMB）HooK　et　ARN　（ヤハズソウ）

　P％6禰doわα‘α（WILLD）OHWl　　（ク　ズ）

　協8％α鰯fα’α（L。）WILCZEK　　　（ヤエナリ）

　W競顔α∫’o励鮒4α（WILLD）DC．　（フ　ジ）

Solanaceae　　　（ナ　ス科）

　C砂sf伽獅απ爆篇勉L．　（トウガラシ）

Compositae　　（キ　ク科）
　。4吻煽sfαρ吻06ρs　PAMP．　　（ヨモギ）

　καあ”躍πs』y朔επαKITAM　　　（ヨメナ）

　SoJ毎α80α漉33伽αL．　　　（セイタカアワダチソウ）
　翫e％αc¢乞sα％％観s（L．）CAss　（ヒメジオン）

Convolvulaceae　（ヒルガオ科）

　ψ備08αδ飢α’αsL伽搬惚4％’歪s　MAKINO　（サツマイモ）

Urticaceae　　　（イラクサ科）

　Bo6h獅8吻”‘伽伽‘惚αKOIDZ　（カラムシ）

Amaranthaceae　（ヒ　ユ科）

　、4漉粥α寵加ε’伽8σbκα（MAK【No）MAKINo　（イノコズチ）

PlantaginaCeae　（オオバコ科）

　P臨窺α80αs毎’f6αL．　（オオバコ）

後（１日齢）の幼虫30頭を接種し，３日ごとに発育状

況を調査した。調査中の室温は，最高31℃，最低18℃

で，平均は20.7℃であった。また，羽化直後の体重

を計り同時期に発生地のウマゴヤシから蠕態で採集し，

羽化した個体の体重と比較した。調査は３反復行った。

　結　果

　結果はTable４に示すとおりである。アルファル

ファ，ダイズ，エンドウ及びソラマメで，羽化までの

生存が確認された。発育状況は，ダイズでは蝿化率，

羽化率ともアルファルファと同様であったが，エンド

ウでは，羽化率は半減し，ソラマメで羽化した個体は

わずか１頭であった。幼虫期間はアルファルファで

12.4±2.0日であったが，エンドウでは15.2±1.8日と

なりダイズでは17.4±2.6日と長くなった。一方，イ

ンゲンマメ，ナス，トマト，ピーマンでは，幼虫初期

に全個体が死亡した。また，飼育虫の平均成虫重は，

アルファルファでは7.3±1.2mg，エンドウでは7.4±

1.7mg，ダイズでは6.6±1.4mgであった。これらは，

同時期に発生地採集踊より羽化した成虫（nニ71）の

平均体重11.0±2.Omgに比べて軽かった。
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Table３.　Results　of　feeding　preference　test　of　the　adult　alfalfa　weevil

Test　group Name　of　plants

　　Rate　of　feeding24　hours　after　release　of　the　adults（％）

　　　　　Replications
lst．　　　　　　　　2nd．　　　　　　　　3rd．　　　　　　　Average

A

Alfalfa

Bell　pepper

Eggplant

Pea

Kidney　Bean

63．4

0
0
5。0

0．2

51．3

0
0
2．7

1．4

4．0

0
0

33．3

36．1

0
0
3．8

11。8

B

Alfalfa

Cow　pea
Soybean

Tomato
Broad　Bean

25．2

0
11．4

0
41．5

72．0
1．2

27。2

0
14．7

33．3
1．6

5．3

0
6．1

50．0
0．9

14．9

0
20．5

C

Alfalfa

Red　bean
Cabbage
Strawberry

78．0
0．9

0
0

54．5
0．5

0
0

4．5

1．9

0
0

46。1
1．2

0
0

Fed　area　of　leaves（c㎡）

＊Rate of feeding（％）＝ ×100
6c㎡

Table４．　Data　of　development　of　the　alfalfa　weevils　fed　with　various　host　plants

Name　of　plants Larval　period

　　　（days）

Pupation　rate

　　　　（％）

Emergence　rate

　　　　（％）

Adult　weight
　　　（mg）

Alfalfa

Soybean

Pea

Broad　Bean

Kidney　Bean
Eggplant

Tomato

Bell　pepper

12．4±2．0

17．4±2．6

15．2±1．8

19。5±2．1

65．6

70．0

38．9
2．2

0
0
0
0

50．0

47．7

22．2
1．1

0
0
0
0

7．3±1．2

6．6±1．4

7．4±1．7

7．0

Ⅳ．考　　　　　察

　発生地（福岡県）における本種による食害は，ウマ

ゴヤシ，シロッメクサ，アルファルファなどマメ科の

野生化した牧草で見られ，特にウマゴヤシでの食害が

激しかった。一方，米国では，アルファルファが最も

食害が激しく、その他のマメ科牧草での食害も報告さ

れている ( E SS I G, 1 9 5 4 ; E DD I G＆M CHE L B A E R, 1 9 3 3 )。

これらのことから，我が国のマメ科牧草の栽培地へ本

種が侵入すれば，同様な被害を及ぼすものと思われる。

　成虫は，マメ科の植物を好んで摂食するが，室内に

おける寄主植物調査の結果，マメ科以外にも多種類の

植物を摂食することがわかった。これは，好適な寄主

植物がない場所に侵入しても，生存が可能であること

を示唆している。

　本種によるアルファルファヘの甚大な被害は，多数

の幼虫の摂食による(NEWTON,1933)。今回の幼虫発

育状況調査では，ダイズ，エンドウで幼虫から羽化ま

での発育が確認され，ほ場における加害の可能性が示

唆された。

　九州におけるダイズの作型は秋ダイズ主体であり，

本種幼虫の発生期と合致しない。また，今回の野外調

査の結果では，ダイズ，エンドウ等の栽培植物への加

害は認められていないことから，現時点では本種が栽

培植物を加害する可能性は少ないと考える。しかし，

カナダにおいて，収穫後のアルファルファほ場から分
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～

散した本虫が隣接したダイズほ場を加害したことがあ

る(WHITFIELD et al,1976)。また，米国では多くのマ

メ科植物が本虫の寄主植物として記載されている

(ESSING＆MICHELBACHER,1933)。諸外国における本種

の分布から，本種は我が国のほとんどの地域で定着可

能と考えられることから，マメ科の栽培植物を加害す

る可能性もあり，今後，十分な注意が必要である。

Ⅴ.摘　　　　要

　アルファルファタコゾウムシの寄主植物について，

本種の発生地及び実験室内において調査・観察した結

果は次のとおりである。

　1．発生地において摂食が認められた植物は，マメ科

7種であった。これはすべて野生植物であった。

　2．室内において本種の成虫が摂食した植物は，マメ

科16種，ナス科4種，アブラナ科4種，キク科2種，

ナデシコ科2種，シソ科1種，及びトウダイグサ科1

種であった。

　3．ダイズ，ソラマメ，インゲンマメでは，アルファ

ルファと同程度かそれ以上の成虫による摂食が認めら

れた区もあった。

　4．産卵が認められた植物は，マメ科6種，ナス科3

種であった。

5。幼虫が成虫まで発育できた植物は，アルファル

ファ，ダイズ，エンドウ及びソラマメであった。
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